
ルクセンブルク経済・金融情勢 （２０１２年３月） 

 

 

【トピック】 

・ ルクセンブルク政府が総額１０億ユーロ規模の１０年物国債を発行。 

・ ベアトリクス・オランダ女王がルクセンブルクを訪問。 

・ デクシアＢＩＬが株主総会を開催し「Banque Internationale a Luxembourg」への商号変更を

決定した。 

・ 特定投資信託(FIS)法改正が国民議会で可決され，官報で公布された（施行日は２０１２年４

月１日）。 

 

１． 製造及び建設セクター 

製造セクター 

当国工業製品価格指数は２０１１年第４四半期以降全体的に見れば安定傾向にある。ただし，

鉄鋼製品は上昇傾向にあり，２０１１年８月から２０１２年２月にかけて１０％程度上昇した

のに対し，その他の工業製品価格は，２０１１年第３四半期以降の欧州全体の工業生産の停滞

や２０１１年第２四半期から第４四半期にかけての世界的な原材料費の下落を受け，下降傾向

にある。 

 

建設セクター 

景気動向調査結果によると，数ヶ月前から楽観的な見方が後退している。４月の最新調査結果

によってもこの傾向は変わらない。 

 

２． 金融セクター 

（１） １２年２月末現在銀行資産残高は７，７０５億ユーロ。 

（２） １２年３月末現在銀行数は１４３行。 

（３） １２年３月末現在投資信託残高は２兆２１７２億ユーロで，前月比０．６４％増。 

 

３． 雇用情勢 

（１）１２年３月の季節調整済み失業率は６．０％（推計値）。 

（２）２０１１年，越境労働者は当国の新規雇用の半分以上（５１．５％）を占めた。２００９

年の状況とは異なり，今日の景気情勢下では越境労働者よりも国内労働者の雇用が悪化し

ている。 

 

４． インフレ 

（１）１２年３月のインフレ率は２．７％（前月同３．０％）。 

（２）３月の食料品価格は前年より２．３％上昇した。加工食品の値段がインフレ傾向を強めて

おり（３．９％），非加工食品はほとんど値上がりしていない（０．４％）。 

  

  

※ 当国政府機関（統計局等）の公表資料や各種報道等の公開情報を取りまとめたもの。 


